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I. 人尾JI例 京府大外科 松 富佐 "if;＇，早川正巳
患者ノ、13歳，女児，小準 (i年生。
生後閉そナク患者ノ母親ノ、排便ヲサセPレ際ニ庇門ノi在グ後部＝.~p チrt間出＝ヰIll;;\" A 1レ部＝硬キ突出物アル，
ヲ気付キタルモ共催放置。 2-3年前ヨリ患者自身モ此ノ突出物＝気付キ !11レモ苦桁ナキタメ今日＝歪ツタ。
然ル＝－J¥2 j![ J•;Jf），そ＝此ノ突出物ヲ見出サレ指摘サノレ、＝ヨ互レ P 。
初診本年8月8 日。 iお骨~；；裂孔ノ下部ft_閣小筒＝相？片スル部＝主E常ノ陥iえヲ形成セズシテ薦骨菱形ト同ジ商
ヲ有スル突出物7形成セリ。此ノ突出物ノ、雨側持筋縁＝主主紡シテ恰モ践ノ掬lキn.1:7呈セリ。薦骨管裂孔ョ p





歳＝シテ~＝－大人ノソレ＝近キ 4cm 7有シヲレリ。 fr,j其ノ形態＝於テ足骨ソ、泌'i＇腹側＝吟！ lセルモノナル
ー．本患者μ、此ノ傍!li.；必メ得ズシテI虹線的絞過7トレリ。之亦尾ノ形成ヲ助長セルモノナリ。
治療： 第 ir1己株7約 lcm残シ他ノ尾骨ヲ全部切l徐シテ整形ヲ行ヒタリ。
追加 阪大岩永外科 51~ 淵 ill!
文献補遺ノ意味＝.7・左ノ諸家ノAf究ヲ迫力Hス。
1. 川口利次，（京拷帝大，今村解剖慰霊士室）朝鮮人足関骨6fl・究。 1伴音ljl}！雑誌，昭和8'.j二1'.l月。
朝鮮人生悌14."ir.ヲ主線＝依P尾関骨研究セルモノナリ。 f.・J屍鍛491Sノ附骨＝ ツキiJ:n笠セ P。
2. Hasebe, K., Die Wirbebaule der Japaner. Zschr. Morph. Anthrop. Hd. 15, J !)13. 
日本人119名＝ツキ尾椎骨7制奈セリ。
3. Toyoda, ]., Uber den sakrokokχygealen lJbergangswirlJe! liei den Japaner. Fol. Anal. Morph. Jahrb., 
Bd. 43, 1926. 
2. 腸.計Jglj案 京大整形外科 ± "' 武
信
従来燭~~！余儀／ 検査＝際ν敬一：，：· n当＝測定スル方法ガ 2,3 ~差表サレテハ f;'}lレガ一般臨床上＝ハ依リ利用サレ
テヰ十イ。 ri者ノ、純粋＝鮪If},ノミ ヲ訓IJ定スル 1ツノ丁一段トシテ［燭位ノ!Iiリ戟閥的ヲ蚊｛，l・的＝測定スル方法ヲ採
リ ー FF.~ ソ如lキ胸徒計ヲ，.~ti'I＇・シタ。ソレノ、 ：£；＂任ノ毛 1 本ヨリ成ルWH総ヨリ，毛 2 本ノモノ，毛 4 本ノモノト
~；，比級数的術力JI ＝.ヨリ第12鋭迄ノ 3 毛ノ），：：ヲ犬々 ）＇.~ ＝.スル12本ノ毛筆 ヨリ成リ，然モ各統一共毛繁ノ！却力:11r
ilUJザレテ居リ＇iii・二 Ji;j －規格ノ製品ガf\1· ラレル虫n ク＝刈定サレテ，~，レ。 X絢~illll'必 ＝－~＼；，＂ ツテ織査者ヲ災＝ νテ
モJ<;J一成品目付・uラレル如キ測定法ト指傑トガ規定ザレテ居ル。 Ot物及ピ、抗｜］定成車＼＇！供覧）本側強計＝ヨ Jレ鯛
俗／正常値ノ、令身スペテ I；抗告Eヂアルカ・只手及ピ足ノ表裏ノ、正常＝テモ 1挑乃至10披値ノ問ナr)iJ貯； ＂＇＇＂•手
及ピ足71徐ク全身ノ1濁倍鈍蹴ノ、2披乃至12告主催ノ間＝数設的＝ソプ程度ガ表ハレル。
＝、＝試作シタ鰯ft計ノ、鯛1!t隙碍ノ l付燭1!C鈍麻ノミ 7 ソノ封象トシ 1'.f. ）レ＝泡ギナイ払鯛-It鈍麻ノ絶f.~依
・± 
埋葬 令 251 




ノ、不可能ヂアツテ， ソウイ 7際＝コソ本鰯~計ガ大イ＝利用セラル、 f山値アリト確信シコ、＝後表スル次第
ヂアル。
3. 鞍血~000餓回 J続計的観察 大甑大野病院 大野 健一
大野病院＝於テ昭和9年ョリ昭和15勾＿q.；月主主＝4Hi2P巴JI輸血ヲ貨施セリ。










4. 血清中LアセチーJI,.・ヒヨリ；，，分解＝友ポスL司1-rタミシ， B，｝.正ピ CJ影響ユ就テ
阪大岩永外科 伊藤 太郎，多 Ul 潤也
家兎摘出小腸試験放.＝J1'li血駆試験＝於テP v. cノ影響トシテハ 1）』ア寸血摩降下作用ノ、 v.c同時投
奥＝ョリ何等ノ影響7被ラズ。 2) Ili = v.c 500lffi投奥後／ Lア1血膝降下作用ハ著明＝30-45分後＝減弱
ス。 3）血清ノミ＝ v. c 7作用セシメタル時ノ、Lア1作用延長シ， v.cノ作用ノ時間的関係7認メズ。
4) V. C 注射後ノ血清＝於テハ著砂~= L Zステラーゼ1帯強ス。 V.B1 ノ影響トシテハ 1）」ア1血~降下作
用ノ、 V.B1 ~ Jfi阿時投奥＝依リ著l!J＝補強ス。 2）約二 V.B1 20庖授興後ノ Lア寸血0:降下作用ハ影響ヲ
認、メズ。 3）血清ノミ＝ V. B，ヲ作用セシ 4タル時ハLア可f乍周延一長シ， V.B1ノ作用ノ時間的闘係ヲ惚メ
ズ。 4) V. B1 注射後ノ血情＝於テLア可作用延長セリ o .5）臨休'.fl験＝於テモ同様Lア1作月l延長ヲ認メ，
特＝特設性脆組患者血清＝於テ，健常人血病＝比シ著明＝延長ヲ認ム。本1'.験ヨリ v.cノ invitro トin
vivoト＝於ケル逝現象ヲ解説的吏＝ V. B1ノLア，＝謝スル作用機事事＝就キ考妻美スル所アリ。 V.B1 トLア1
トノ協同作用イIー スル事及ピ v.c投奥＝依リしア1分解7促進セシムル事ヲ謹明セリ。
追加 阪大岩永外科 竹 林 弘




5. 血清過敏症ニ封スルLヴ4タミシ， p J影響
阪大岩永外科 信士原晴雄，乾 題之介
Lヴィタミ♂ Pナルモノノ、 Sぁent-Gyorgyi放＝ソノ共同併究者＝ョリ，夫然Lヴイ '9ミン， cョリ Per-
meabilitat Vitamin印チ Lヴィタミン’ P ト命名セル物質卸チ Citrin rj~ ノ Hesperidin ノ愛見＝初-VIレ毛，
f~J－™今本物質ガ Lヴイダミン tナリヤ杏ヤ＝閥 シ テノ、論議サレッ、ァル所ナリ。
余等ノ、Lヴィタミン1 p gpチ Hesperidinナル，ヘスペリン， （武同製） ) 2.5%液ヲ用ヒ， f毎狽過敏主主ノ抑
制作用ヲ Schultzu. Dale民法並＝致死秋及ピ全身症朕ユヨル検索法＝ョリ貸験セル結果，しヴィタミン＇ P
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ノ、生般内＝於テ海狽過敏症＝抑制的＝作用ス。而シテ投奥方法ノ、，感1'f!前，感f乍ト問時，又ノ、有数注射前＝
投奥スルモ奏放シ， il；ノ、強震毎300瓦＝－l¥tシ2.5%Lへスベリン＇ 0.4ー 0.6耗ガ最モ有数＝シテ， Yレヨ F大J;
スギテモ返ツテ抑制作用ノ、減弱スルモノ、如シ。又2受験的壊血病＝於テ Lヴィタミン IP 及ピ C，ノ併用






































演者ノ創設 7~らを敬ス。三ヱ之氏反!Jiff.指導ノ不安定ノ、一般ノ 1't周＝不ill!デアツテ p 今岡ノ報告＝ヨリテ賞用
考基 合 253 
ノ評及ヲ喜プモノヂアル。














遁加 岩永外科 荒 瀬 誕生









9. 外傷性汎窪性皮下集腫例 紳戸東明病院 松永 剛毅
患者ノ、34歳ノ努，昭和15-"r5 1~ 30円列車＝刻字ラレタ岱メ右側第5.6. 7. 8. 9. 10ノ6本ノ肋骨身折7伴
7汎愛性皮下気随ヲ頭部，手，足7残ス令身＝悲I包シタ 1治験例ヲ報告ス。此ノ他最近4ヶ年間＝ 九本ノ肋
骨身折アル躯幹＝起シタ：l9歳ノ 1例， 1事ilノ胸腹綿＝－＿；也ツタ 3本／肋骨々折アル53産業ノ男及ピ2本ノ肋骨々
折アル52歳ノ男都合3治験例ヲ迫力日ス。
本邦＝於ケルタト傷性汎~~性皮下策目~例 7蒐集シ原l週＝ョ 9刺創 3 1同j，禅創 1例，腹部手術創 2 伊I， 気：，＂f切
開3例，食道鏡倹査 l例，区縮空祭 11月，打撲傷（IJ力骨々折有無共）10例ヲ分チ，共ノ原l週，応j伏治療法等ヲ
述プ。
10. 外直性限局性化骨性筋炎ユツ4テ 大阪日赤外科 内川金次郎
























テタト開佼ニテ之ヲ焔行セザFレ可ラズ。印チ大腿巾央部切断者＝テノ、外旋 18°，タト開25°，股関節前周 165° " 
テ，叉大鹿骨陳1!J性骨折，下股!i"1停者等＝テ股闘節ョリノ作業用，補助骨量ヲ必要トスル場合＝ハ外旋30°，外








































セリ。 I~司定日型炉、E止蹴骨 7遇ジ 2-3 週間＝テ茄分ナリキ。ソノ治療成績＝就テハ手骨々折ト相［i\t$-', 510~1 
巾6例ヲ除干テハ令部機能際碍7残サコぜかテ全完＝治癒セリ。


































此ノ外，皮膚，闘節爾症合fj~ ノ時間的関係，及雨淀ノ健患部佼ノ閥係，心臓合併品i~ノ有無等＝就キ文献liE I 
#tlト比絞研討シ， 特＝］三線像＝就テ詳細＝翻聖詩的共費量化ヲ迷ペタ。
没後＝本店ハ皮膚科整形科繭方商ヨリノ共同研究ノ必要ヲ痛感シタ。（北野病院業総報告参照）
19. ~·｛グ J シ，，注射＝ヨル標骨紳鰹麻薄手術治験












ヨ~·，；・；f ト A 。 Lバグノン1注射ノ初期麻郷ハ臨成家／比較的屡々線験ス Pレ所デアルガ，脱~ガ長ラク現＃た維持＝
止Jレモノ並＝後期＝於テ却ツテ次第＝蹴邦ノ治行 7.）レモノアルトイフコト＝－1,jY，本例ノ如キハソノ病的機





示I~線利商住ガ如何ナル機時z ヨリテ機能恢復＝－ I句ツテイI主主ユ作m スルカ。従来癒泊ガ利明.II\知事ノ原！羽ヂアツ
テ， ;q,lj剤tz ヨリテソノ癒着ヲ除去スルガ放＝崎快スルモノトfilぜラレタリ。而Pレ＝余万 Neuritisretrobulbaris 
ト診断セラレタル患者＝税制緩部ヲ手術的＝－ ~Iii セル 7 例ノ終験＝ヨル ＝－＇ ソノ際規制1綾部＝癒着7認メタ
ルモノ毛ア P，全然認メラレザルモノモアリ， fiJレZ シテモ術t走者明z視力恢復λ占ヵ、ル手術後ニハ通常
強キ総指ヲ残スモノナルヵ・，ヨレ＝ヨツテ一旦蝿快セル純カヵ・再パ忍化λPレコトナシ。ヨレラノ鮎ヨ H癒着
ソノモノカ・紳終~~切手／原l珂 ＝－ :JIミズ癒清ヲ来ス如キ炎杭ソノモノガ！京ll4 デアル，従ツテ原l司 9 pレ炎症ガアレ川




.H今／樹者ノ Lパグノン1注射＝－1!.i｝レ市iJ『終脱抑＇・＝X沈イテノ御報告＝－）＇＇.］：？， ~影仰し トロトラスト 1 エ｜叫リ紳綬
蹴州ヲ惹起セシ応！日p 追加ス。印チ f.ll.者ノ、42歳／女子，勿論之レハ右 iE•I·• 示1J1線 JL ノイリノームソ患者ヂア
与も 令 257 
Fレカ・，コノ脈蕩ノと線検査ノタメ股筋ノ周問＂° Lトロトラスト •7注入セシ庭，忽チ其ノ後該部ノ激痛ト同時
=JEr.j:1利『紋f飽問ノ末梢部＝蹴捧7翌霊魂シタ。之レノ、脆蕩摘出術ト同時z厳fLJi平ノ、恢復シタ。期Iク，仮令 Lノイ
リノ－ 4 ＇ヲ有スル場合＝セヨ全然麻姉欣態ノナカツタモノガ L トロトラスド注入＝図リ蹴痔7惹起シタ姥




＝ナリ，本人モ驚キト共＝非常＝花ング例ヂ，之レノ、突然＝自然＝ Neurolyseヲヤツテ hessernセル 1例ト
思 7。















必ズL ~ xログヲ 7イー ＇ 7行 7ペキダアルト惑ペタ。





追加 大阪日赤外科 原 ~叩河~ !Ki戎
L • . Z ログラ 7ヰーマ＝使用 ；＞.｝レ沃度泊ノ食ノ、ti'f:例＝ ＝＇ ツテ加減スル必要アルコトノ、否々ガ消化管ノ X線検
査ノ際＝少放／遺影剤＝テ所見ノ明瞭十ル場合モアルヵ・大f，；：ノ迭影剤＝依ラザレバ診断ノツカナイ場合ガア







ル様＝ナツテ易保テオルヵ・finクLZエログラ 7ヰー ＇1沃度泊＝到シテモたn.心配セズ＝モツト気安ク之ヲ行ヒ 1
得ルモノデアリ又斯様ナ時代ガ来ルモノト｛言ズル。
‘’ 
258 日本外科費函第 18 巻第 1 鋭
這加 京大整形外科 山間 窓脊
策、1ノ遁加エ主Jシ前遮ノヤウ＝我キノ、一泡性ノ外傷又ノ、，或Pレ動作＝ヨリ突音量的＝雪量病シタト云7定例J、
持ツテ居ナイ。
第2ノJ且加＝－J:シ我々ハ疑シイ場合 Z ノ、 2cc ILモルヨドール1注入＝ョリ，骨盤丙f立腹臥牧透視7行ヒ，











里古ョリシテ，我々モ外傷ガ本症後生ノ重要ナl碍子ヂアルトイ 7立場ヲトル事ノ、只今山間ガ逮~？遇 F ヂア yレ。
只臨尿診断上注意ヲ要；＞；｝レ里占へ外岡ノ報告ヂノ、本店ノ愛病ガ腰flt部ノ過激ナル前轡運動例ヘパLテ＝スV
Lサーヴイス寸勤ffi", L ゴル 7 寸ノ L タラず•7振リ上ゲル動作ノ際＝瞬間的＝邸チ只 1 阿ノ機械的原因＝ヨツ
テ愛病スル＊多キミJ;iJ'l.ョリ，ヵ.）レ病路ヲ以テオザt診断上重要ナ事1＇~ナリト指摘シテヰルモノガアルカコ我
々ノ教室ノfiE仰jヂノ、コノ様ナ定型的ナ病賂ヲ有スルモノノ、 1仰jモ無ク，従ツテ臨床上右ノ如キ病歴＝トラワ
レル時＝ノ、本症ヲ見逃ス恐レガアルト 17 ~J;i.J'’f ヲ経験シテソノ鈷ヲ只今山岡ガ申シ迷ペタノヂアルff，或J、
ツノ言ー葉ず外傷設7否定スル主flク開zタノダハナイカト思ノ、レルノヂコ、＝補足λ 。









現病雌： 約 1 ヶ＂＇~＇ド前ヨリ誘因ナク，初メ左足跡：. I Lシピレ＇！感ヲ来シ， 約：lケfl前ヨリ，隣自以下両
下肢全惨＝知径並＝運動附害ヲ孫~Y ， 歩行殆ド不可能トナル。
既往H吾，家族｝経．特記λ可キモノナシ。
現在痕： 僻絡頑丈。 脊fl主柱＝－ g.~常ノ前・後J!J至側事；'j'7ーク，亦タ強f（（，叩打桁モ無シ。 前面即時以下，背面
第12胸十'f;部以下全部＝知盛鈍蹴帯アリ。膝議及ピ足描揚7認ム。三三三主主二氏主i：侠（ー ）’←ー をー竺竺＇［＿氏f,i!
4十、強陽性。歩行縁メテ不安定＝シテ spastisch, Jf1止清及ピ服i脊髄液 WaR （ー）。 Lキサントタロミ J 険性
京大猿形外科 辻 井 敏
ナリ。
L ミヱログラ 7 イーり結果，硬膜内脆外JH!_'llおト診断シタル＝，手術ユヨリ，硬ll突ヱテ ;jf~ ラレタル脊推符内
砂時計限（ ；~， 8胸j:f;，：·：；）ナルヲ主主見ス。 L ノイリノームマナリ。本／，j~例ノ、比較的防ナルモノナル 7以テ遮ツテ詳
報ノ疎定サリ。
峰、 令 259 






次＝君主者等ガ本法＝ョリ終段シ得タル症例＝悲キ， H筒室系各部ノ正常放ピニ披大｛象ノ所見ヲ概括的＝. :iii~ ＂＇
兎＝沃度油ト空気トノ合併注入時ノ所見及ピ種キナル部位ノl盟楊＝ゴ Fレ目前室像ノ強化＝就テ説明シ，次ノ責n
タ結論ス。
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テ Lタロナキシ＿.，＝－ 聖霊化ガ出店トイ 7 コト＝ナルト， ~f:l:jj誠痢＝於ケル Lタロナキシー可／!!1'.，、締約ノl車




ト務質性程度トヲ比較シテ見Pレト表ノ如タナル。印チ臨床上ノ貫性領袖j48% ノ’l ’ 4~ ＂＇＂＇ ガL タロナキシJ及ピ
手術成績ヨリ見テノ貫性痴絢デアリ，残 ti%ガ務質性旗有IOヂアツ 9'nχ臨床！－.ノ三土~旗持i:J52% トイ 7
モJ ロナキシー 1及ピ手術結果ヨリ見ぷレト：l8%ガ恭質的イモノヂアツテ，残リ 14)1ぷガ貫性綴納ヂアツタ。
最後＝此等級約患者ノ補助診断法トシテ用ヰラル、モノ／ rJ，締約二関シテ何等カノ示唆ヲ奥ヘタモノ，、，













25. 領管枝端息ユ撃すシ外科的小鰹駿 大阪市 小田源太郎
気'l!i・；校Plf,j息手術後 1 ヶ年以上ヲ帝＇I［治セルモノ杭例＝就キ手術々式投．ビ＝其ノ放果＝就テ主~ベタリ。
26. 肺臓癌切除例追加 阪大小海外科 千頭 英男，長谷川美遡
｝肺臓fF.ノ治療法トシテハ王必ずE肺切除術ユヨツテ枯i脆7摘出スル方法二及プモノハナイ。既＝欧米＝テノ、肺
薬会摘問術χハー側肺会摘出術ガ漸時行ノ、レッ、ァル。余等ーハ最近2例ノ肺臓絡ノ／J市切除術ヲ終験y9 I夕、










27. 励賞質内増容索差生二友ポス神経作用 京大外科 小＂＇ E 雄
心近来ノ l胸部外科ノ進歩＝伴ヒ顕t'.f阿JTRi~（印チ交感市JI終，迷走市JI車＇~r或ノ、平氏陥眼前中級等へ手術的役段ヲ加川レ
機合方・4守力日シタ。而シテョノ際之等市1紹ヘノ従事誕ガlrti臓ノ免疫骨豊後生＝如何ナル影響ヲ及ポスカ 71't験吟味
、 シタ。交感市iJr総切除後＝於テノ、他ノ凡テノ市，，，級切除ノ際ヨリモ抗悌産生皮ガ櫓張if"t-' I 手術10日後ユ最大値
トナ P。迷走利純切断後z於テノ、抗告豊a:生方阻害サレ， Yノ桟度ハ手術IOll後＝最強トナレリ。父交感科書重
1手主 合 261 
ト迷走市1終トヲ同時＝切除シタル場合＝ハ交感市＇＇＊.＼＇（切除時＝比シテ鰹皮ヂハアルガ抗悌ノ産生ガ .lfi'l員サレ而
モ手術10[1後＝於テ最大トナリタリ。横隔膜前，，締切断後ユ於テノ、税u：＼－＂＇抗悌ガ産生ザレルガ手術 7FJ後ニ最
大値＝主主シ他ノ市11絞切l後時＝比シテ約 :nr早シ。以上ノ結果ョリ Jtili結核症： ~tシテ交感市Ii*＇区切除術，横断｝皮
革lfJ終切除術或ハ雨者ノ合併手術等ヲ施行スyレコトノ、立義アルコト、思考スルヨた第ヂアル。























追加 阪大:ti永外科 竹 林 弘





我ずれ永外科＝於テ特符ノを作~l ヲ則ヒ持縦的排般ヲ行ヒ好成車：Hヲアゲテヰル。套管ノ根元＝螺旋 7 昨l シ
之＝ョリ自由＝進退スル鍔ヲ附シテ試験穿刺ニヨリ計リタル深サ＝回定シテ穿刺ス Fレノヂアル。
鍔ノ両端＝穴ヲ穿チ糸＝司リテ胸廓＝王~＇i'i；ヲ 1·'·1定シ得。套ti＇ノ末端ノ、官接諜＇i'i＇＂＇漣結λ ル ＝.f！史十Jレ様ニ装i立
シ吸引瓶＝ツナグ。此ノ套管室い、大，ノj、j（（曲ノ 4種アリ。




M・，M 日 本外科 'It函第 18 轡習が 1 貌
回答 今 i士九右衛門
l. 主連理M士へ 昭和＼!3'.i＇＝，、有臭性膿胸ノ、肋骨切 l徐ヲヤツテ戸モ例目提γ，jトルペシト云7!iノヂ，刻＂（U'
ノ、有7臭性ノモノモLドレーン1排般グケヂ治Jレト述ペタn コノ鮎誤解ヲ将ljfJ；＞.。





阪大小部外科 吉井 j(i三日JI，陰＂＇以文，~－；：‘野冬披，長谷川美主Il, oj• JI! 博
再 ノ々、犬ヲ則ヒテ第41［！！.］外科接合＝於テ羽iwセル方法7以テ， '.Ll験的＝併制i此閉鎖不全ヲf'I9' Yノ限界
：＆ピ術後ノ心臓代償態度ユツキ報告セリ。
11:JJ チ l~J鋭不全7作リタ Fレ方法ー腿索切断＝ヨルモノト，他ノ、j（（接郷切［瑚＝ヨ Pレモノト 2 方法ヲ JI] ヒタリ。




毅ハ術後血駆!Iii線ト平行シテ·~反復スルガ，連まシ吏＝脈時数カ・'lS：切J ＝・ 4す力II スルトキノ、後楽心微動／危険7招来
"" Jレモノナリ。









31. 興味アJi.腹都大動脈窟J I例 htl育大外科早川 正巳，井上保一
51>歳女＝後セ Pレ小児頭大＝モ及7・豆大ナル服部大動脈痛ノ 1仰jヱシテ約 6.1p.前ヨリ漸次晴大セルモ自fJ;的
＝ノ、特別ノ附砕ヲilJFヘズ。他!ft的所見トシイテノ、前後方向ノ掠勤務明十ル＝反シ，ホ右方向＝於テノ、比較的不
司~明ヂア リ，上下方向ニノ、移動ヲ諮llJJ セザルモ， "jj=_右方向特＝右方ユノ、特易＝移動シ得Pレ。］三線準的検査エ
ヨリ旬，腸，腎等ノ臓器外＝溌生セFレモノナルヲ知レルモ， ソノ某底部ノ、後腹膜＝股ク存スルヲ認メタリ。
血液Z氏反fl!！険性，間l脊髄？皮ノ性欣略 正々常＝ シテ三氏反8Q：亦険性ナリ。血E震モ略々正1・＝シテ高血脹ノA




33・ 4、見轟緩突起炎 J統計的観察 大阪大野病院 1 J,":; Fil 三
J此近2ヶ年間／小見識様突起炎手術例 172例＝闘スル統計的糊後7；；，＼ミタル＝最様突組炎手術総数ノ 11.7%
＝·，；；：；，レ。ヨノ’1•60例ノ、 JUUJ史炎ヲ併君主シタモノヂアル。性別＝ノ、男 11:.l例＝ f,t シ女59of91Jヂ 1 謝0.52ノ比ヂアル。
年商合的＝ノ、幼児ヨリ高年者＝：＆プー従ヒ共催j心持，7槍シ殊＝10歳以上＝多イ。 li°El止トシテノ、小児鼠様突起炎
" . 































36. 賓験的腸閉塞症知見補遺 大阪＝モ初病院 高橋堅太郎，内藤義良［＼， :=. ~ 粂義
余等ノ、数例ノ腸l~－l~!iU!1.者ノ尿ガ， 1正旋性L トリプト 7 ア』ン寸ヲ分解スル作JTl アルコトヲ認メ， '.i'f験的＝






激メ骨！J有／ Lアポモル 7 イン守i接nt{J~少1!t及H同作I：迄ノ時間 7決定セ Fレ犬二於テ1"l験セリ。
1) 針n'.L'l験トシテLテレピン寸泊ヲ後肢皮下注射後i佳fl:fil少放ノ Lアポモル 7イン寸ユテ悩ntヲ惹起セシメ
テLテレピン納寸ノ！恒Pt作用＝関係ナキ7l可iメタリ。
2) Lテレピン寸泊 2-4cc ヲ犬ノ腹膝又ノ、帰i刊m腹筋l勾＝注射シ人工的＝腹筋緊張ヲ設現セシメタル後ニ於
264 日本外科費函第 18谷繁 1 鋭
テハLアポモル 7イン守催吐最少設ヲ以ツテノ、最早曜日t運動ノ援現セザルヲ認メタリ。邸チしアポモル 7イン1
ノ槍-fit'J'~ ；；＜。依テ腹筋緊滋ノ、n庖靴作用ヲ抑制スルモノト λ。 、
日） 宵痩.'l造設セル犬＝於テ T 字管'l}百ヒ 1端 7胃痩管＝逝ゼシメ他端7TycosノSphygmomanometer
＝連結シ一方ョリ2連球ヂ空気7主主入シ宵内腿ヲカHヘタリ。正常犬ノ場合ノ、平均20，腹筋緊張溌現後＝於テ
ノ、平均：nノ胃内l!ヲカn7＇レコト＝ヨリ瞬 Pt迩動ヲ惹起セシメタリ。而シテI駆肘：最少震以下ノ』アポモル7イ
ン『注射ノ場合＝モ胃内l!ヲ倣＝力fi7Jレコト z d _ 9 ヨク暗~l}t運動ノ惹起ヲ認メ， E恋ヲ除クコトエヨリ運動ハ
(( ＝中止セリ。又Lアポモル 7インペ＝ョリ惹起セル場合＝ノ、宵痩ヲ開放シテ胃内麟7卒隠＝保ツ毛運動ハ直






季肋部＝打撲ヲ受ケテョリ 2 時間後ョリ俄： jニ腹部ヱ激有l'iH柱シタル 1 男子ヲ手術シタル＂＇• I賂団長ノ、主主J
頭部＝於テ長制lトj((fiJ:J／？.断裂判断裂部ョリ右側ノミ＝於テ強度ナノレ築死ヲ来的右側 zノ、何毒事第化ヲ誌、
メザリキ。此ノ臨i休初tl＝依リJ事臓接死ノ後生方炎症性，利I続性，血符性或ノ、外傷性ノ何レエシテ壬I事周所＝
Locus minori' res凶entiaeガ生ゾF時， Aktivator／侵入＝ヨリ言J；働性腺酵素ガ能働性トナリ， Lncusminoris 
resistentiaeノ欽態＝アル組織納胞へ自家消化的＝作用シテ生ズルモノト考へラレ，勝臓頭部ノヨ撲死ガ起I
Ak¥ivatnrノf!Ji主シ得ザリシ切断机!IJ部＝接re'l来サザリ シモノ ト考7o‘
追加 阪大小津外科 i'f 井 flI三郎




臓＝於ケル分泌利f絃ノ分 ｛／i ヲ検~）レト頭部＝於テノ、年寄＝尾部＝於テノ、組ヂアルトノ j戎紋ヨリカク考ヘルノ：F
アル。
次＝I芹臓疾患ノ治療方針ト ンテl応臓機能て考慮こ入いレコトガ必要ヂアリ，コノダメ私ノ、
1) 食関ヲ注射注腸＝ョ P大：hi:ヲ奥ヘルコト内コレユヨリ Lセクレチン守ノ腸Ui脱ヨリノ砂降ヲヨ年明＝抑制
シ得。 、
2) 神線機作ヲ考慮シ，自律紳終末tl'i臓舛＼f.ijヲ)fl7 0 
:;) 宵開！唆分泌抑制＝ツトメ，市lj峻剤ヲ}fl7 0 宵臨程変＝ヨル際液分泌ハ液開性，前1終性柄機［乍ノ合併シタ
モノデアル。
以上ノl't験成績ハIJ!C：大阪待感合雑誌主主＝ Biのphysic詰誌J二＝後表シタ。
39. 肝臓摘傷ニヨ JI-施汁穣 J~線治療 京大外科 玉 有l 成，片岡司 i.~ 男
30歳ノ男子，肝臓＝利府1] 7 ’乏 ヶ， IJf合IJ傷部＝筋肉郷充填或ハ滋雄大網膜郷光棋兎＝株離筋勝1C~毘ト前後 3
I可＝瓦リ手術ヲ行へJレモ数ナク胸墜＝脆汁痕ヲ形成シ ＂＇）レモノ＝，と線照射ヲ行ヒ， ™;IJ ＝該脆汁fAi ノ Ill鍛
治癒'l3』ミシメ待タリ。 l¥1射線作ノ、二失宿区 180KV~ 4 mA, FHA 40粍，減泡板0.7mmCu+0.5 mmAI" 
シテIJf創傷部＝ 120 r 71司＝奥へ， 72時間ノ陪j隔ユテ 4悶，計 480rヲ照射シタルナリ。
照射l羽始後速力＝！除汁ノ流出力lソ、若ー シク減少シ， 480r 照射＝テ令ク脈汁流/J:IJ、停止シ，以ヴテ、fAi＇、治癒
シタルガ， ソノ本態＝!Milシ我hノ、と線ノ脈汁分j必抑制＝Iルレモノト・tgへ！日｝レドモ， f全身j伏態及lf機能自慢エ
ノ、x シタル~；；r:r.']. 7＇泌メザリキ。依ツテ l防汁痩ノ判長焚スペキー将治療法ト考へ報告ンタル次第ナリ。、
